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自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部２年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




出来るを支えるICT



MaBeee



MaKey MaKey



Moff Band



Pechat | すべてのぬいぐるみを、おしゃべりに。



Mogees - Play the World (Japanese)



壁やテーブルがスマホの画面に！ タッチで動かすスマートプ
ロジェクター『Xperia Touch』



Build 2017- Project Emma



さわれる検索



FingerReader



BLITAB Full Page Braille Tactile Display Technology 



Dot Watch



Fujitsu 網膜走査型レーザアイウェア



OTON GLASS (Japanese subtitle)



Valspar Color For The Colorblind



EasyTractix X80



EasyTractix X80



もとめられている力



40 years gap



ピアソン社（世界最大の教育関連企業）の主席教育顧問　マイケツ・ハー
バーさんは「40年ギャップ説」を唱えています 

「どの時代をベースに教育政策を考えるか」について、人によって40年
のギャップがあり、それが大きな問題だという説です 

つまり 

①本来ならば生徒が社会に出て活躍する20年後を見据えて、教育のある
べき姿を考える必要がある 

にもかかわらず 

②現場の教師は今しか見えていない 

さらに両親は 

③自分たちが受けた教育（20年前）をベースに考える 
という意味です 



Read、Write、calculate、store、guess   =  convenience

読む、書く、計算する、記憶する、推測する は、 
コンビニエンス(便利)

デジタルネイティブ世代の子供たち 
あれば(出来れば)便利 =(でも) 無くても(出来なくても)良い



読む          
    
書く         

計算する   

記憶する   
      
推測する  

情報のインプット

情報のアウトプット

情報の処理

情報の蓄積

情報の応用

そもそも何の為の行為 





ボディランゲージ



言葉



象形文字　石　削る



文字　紙　毛筆



音声入力　デジタル　ユビキタス





http://www.asahikawa-travel.com/g-6-2.html

http://www.asahikawa-travel.com/g-6-2.html


http://www.nobupiano1988.com

http://www.universal-music.co.jp/stevie-wonder/

http://www.nobupiano1988.com
http://www.universal-music.co.jp/stevie-wonder/


読み書きのできないダウン症の女性。 
ハンデを武器に「天職」で大活躍

http://whats.be/124718

http://whats.be/124718


http://withnews.jp/article/
f0151205000qq000000000000000W00o0401
qq000012810A

http://withnews.jp/article/f0151205000qq000000000000000W00o0401qq000012810A
http://withnews.jp/article/f0151205000qq000000000000000W00o0401qq000012810A
http://withnews.jp/article/f0151205000qq000000000000000W00o0401qq000012810A


http://jp.wsj.com/articles/SB10001424052702303702904579472530809527894

http://jp.wsj.com/articles/SB10001424052702303702904579472530809527894


http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20170309-00000050-jij_afp-int

http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20170309-00000050-jij_afp-int


http://www.afpbb.com/articles/-/3107633?pid=18466037

http://www.afpbb.com/articles/-/3107633?pid=18466037


まず考える

ほんとうにタブレットでないと駄目？
アナログのほうが良くない？
そこに必然性はありますか？



何が違うの？

絵カード VOCA



ハイブリッド

iPod Touch
何時でも何処でも・・



どっちが支援が必要？

数十分かかって
「テレビつけて！」と入力

十秒足らずで
「テレビつけて！」と表示





ハイブリッド

視線入力装置





カスタマイズ

ダウンロードして使わせるだけでは
個には合いませんよね！

それだったらお母さんでも出来ますよ！









同じ学習のねらいであれば
楽しい方が・・・





アナログよりも
良いケースも・・







スイッチの先に
何があるか・・







子供たちのニーズに答える
教師の効率化









子供たちの視点で・・



まとめ



就活本番！ 企業が求める6つの能力 

（1）チャレンジ精神（変革する力、バイタリティ） 

（2）チームワーク力（共感力、チーム志向） 

（3）コミュニケーション力（論理的思考、伝える力） 

（4）リーダーシップ力（周囲を巻き込む力、主導力） 

（5）主体的行動力（自律的アクティビィティ、やりぬく力） 

（6）グローバル素養（異文化受容力、語学力）

http://president.jp/articles/-/14748

http://president.jp/articles/-/14748


学校で使うという必然性 

複数人で使う 
思いを発表する 

コニュニケーションツール 
練習ができる 
協同学習 

自主的な活動 
主体的な活動 
・・・



現代は百年単位で見ると 
アナログからデジタルへの 
大きな過渡期です 

辞書で調べることも, 
筆算で計算することも, 
ノートに書けることも, 
文書を読めることも, 
記憶できることも 

微妙にまだ必要なスキルなんですよね！ 

でも、今の子どもたちが大人になった時に 
本当に必要な力は・・・・ 



読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です 



代替手段は手軽であればあるほど 
便利です 

アナログ 
⇓ 

デジタル 



子供たちの困り
（アセスメント）

と
支援の引出しを多く持つ

（ノウハウ）
ことがこれからの

特別支援には求められます。
その中の一つのツールがICTです。



ユニバーサルデザイン授業の提供 
（授業における基礎的環境整備） 

治療教育アプローチ 
（困りを克服するために訓練を提供する） 

例. 
読む：ビジョントレーニング 

書く：自助具、気付き 
… 

機能代替アプローチ 
（代替手段で学習へのベースを提供する） 

例． 
読む：音声読上 

書く：キーボード入力

学年 
困りの主訴 
本人の希望 

しっかりとした 
アセスメントと 

目立て 
がスタートです



楽しさとは自分で決断できる喜び 

楽しさは忍耐力を産む

一度やり始めたことは最後までやる 

自主的よりも主体的に・・

NHK Eテレ　奇跡のレッスン



参考図書









「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



｢この子らを世の光に｣

「この子らはどんな重い障害をもっていても、だれと取り替えることもで
きない個性的な自己実現をしているものである。人間と生まれて、その人
なりに人間となっていくのである。その自己実現こそが創造であり生産で
ある。私たちの願いは、重症な障害をもったこの子たちも立派な生産者で
あるということを、認め合える社会をつくろうということである。『この
子らに世の光を』あててやろうという哀れみの政策を求めているのではな
く、この子らが自ら輝く素材そのものであるから、いよいよ磨きをかけて
輝かそうというのである。『この子らを世の光に』である。（「糸賀一雄
著作集３」より引用）



h"p://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

